
令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績一覧

1
東北町農林水産業経営継続
支援事業費補助金

11,561,000
農林水産業の経営継続に向け、食料の安定供給・労働力不足に対応する為、作業の省
力化、効率化に向けた機械、資材購入の取組を支援する。
省力化・作業効率化の機械・資材の購入に係る経費に対し1/3補助（上限50万円）

対象者34件（トラクター、フロントローダー、自走防除機、船外機等） R3.4.1 R4.1.31
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農林水産業者に対し、省力化及び作業能率向上を図るための
機械・資材の導入支援を行ったところ、全対象者から経営継続に繋がったと回答があった。そのため、
有効な支援策であったと考えられる。

2
東北町スマート農業関連支
援事業費補助金

10,057,000

農作業の省力化・効率化を広げる為、スマート農業関連機械・資格取得費用の一部を
助成する。
スマート農業関連機械購入に係る経費に対し1/3補助（補助上限1,000千円）及びス
マート農業関連資格取得に係る費用に対し1/2補助（補助上限100千円）

スマート農業関連機械購入、14件（自動操舵システムの導入、GPS田植機の導入等）
スマート農業関連資格取得、2件（ドローン免許の取得）

R3.4.1 R4.2.7
新型コロナウイルス感染症の感染防止及びポストコロナの経済の好循環へ向けた機械等の支援を行うも
ので、全対象者から人員削減効果又はコスト低減効果、品質向上効果があったとの回答があった。その
ため有効な支援策であったと考えられる。

3
東北町稲作需要減退支援事
業費補助金

14,801,900

主食用米の需要減退による稲作農家の減収に対する助成。令和２年度から引き続き非
主食用米（飼料用米・加工用米等）を作付けしている農家及び令和３年度に非主食用
米に作付転換を行った農家に対する補助。
令和２年度からの継続：2,000円/10a当たり×300ha
令和３年度作付け転換：4,000円/10a当たり×250ha

令和２年度からの継続2,000円/10a当たり×約273.9ha
令和３年度作付け転換4,000円/10a当たり×約233.21ha

R3.4.1 R3.12.20
本事業により、稲作農家非主食用米作付・規模拡大等により、転換が勧められている中で、町としても
大幅な作付転換を図ることができた。

4
大学生等生活支援給付金事
業

31,511,484

新型コロナウイルス感染症の影響により、移動の自粛やアルバイト収入の減など、就
学及び生活に影響を受けている町出身大学生等への支援。
大学生等（本人又は保護者が町に住所を有し、現在大学等に在籍する者）１人につき
10万円

大学212人、大学院9人、短期大学19人、高等専門学校5人、
専修学校等70人　　合計315人
通信運搬費　11,484円

R3.4.9 R3.11.30
給付時に事業の認知方法、現在の生活状況、新型コロナウイルス感染症による影響等をアンケートによ
り調査した結果、多くの学生が金銭的な不安を抱えており、給付金の使い道としては学費や生活費に充
てるといった回答が多くを占めていたことから、有効な支援策であったと考えられる。

5
季節性インフルエンザ予防
接種助成事業

3,129,151
新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスの同時期における感染拡大リスクを回
避を目的とし、インフルエンザ予防接種を促進するための予防接種費用の全額を助成

医薬材料費（ワクチン1ml）2,670円×435個＝1,277,595円
委託料：2,200円×788人＝1,733,600円
償還払：117,956円（34人）

R3.10.1 R4.2.28
接種の対象を妊婦や高校生等にも拡大して実施。新型コロナウイルス感染症への不安がある中、経済的
負担なく接種できて安心したとの声も聞かれ、効果的な事業であったと思われる。

6
新型コロナウイルス検査費
助成事業

1,647,000
新型コロナウイルス抗原検査の受検費用の負担軽減により感染防止を図る。
新型コロナウイルス抗原検査費用の1/2補助。上限6,000円（Ｒ4.1.19検査分より上限
5,000円に改正）。

6,000円×182人＝1,092,000円
5,000円×111人＝555,000円

R3.4.1 R4.3.10
申請者数が令和2年度に比べ大幅に増えたことから、感染拡大に対する町民の不安も増強されたことが
推測される。よって受検する町民の経済的負担軽減にもつながり効果的な事業であったと考えられる。

7
新型コロナウイルス感染拡
大防止対策支援事業

6,689,479
町内事業者の感染防止と衛生意識の向上を図る。
感染防止に向けた物品購入及び設備導入費に対する補助（上限30,000円）

230事業所 R3.5.1 R4.3.31
アンケート調査の結果、事業への満足度は「かなり満足63.5％」「まあまあ満足28.6％」という結果
だった。次年度以降も続けてほしいとの要望もあり、有意義な事業となった。

8 感染防止用品等調達事業 676,663 公共施設、小中学校や避難所等で使用する感染防止に係る物品や衛生用品の購入
ペーパータオル100枚入×84個、ミスト型消毒液噴霧器×25台、飛沫防止卓上パー
テーション×50台、アルコール消毒液（計372ℓ）、ハンドソープ等、フェイスシール
ド×32枚、避難所用授乳室×１台

R3.4.1 R4.3.31

役場本庁舎等公共施設や町内５小中学校で使用する感染防止用品は日々消費されることから、補充し使
用していくことで、新しい生活様式に対応した感染症対策という事業の目的が図られた。また、避難所
に感染防止対策として授乳室が必要となることを想定し、移動可能な簡易授乳室を備えたことにより、
人との距離を確保した対応が可能となった。

9
飲食業者等特別支援金給付
事業

11,900,000
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた飲食業者等に対し事業継続のための経
済的支援を図る。令和元年の売上と令和２年の売上を比較し、減少している事業者に
対する補助（上限200,000円）

71事業所（飲食業者、温泉宿泊及びタクシー・運転代行業者） R3.6.1 R3.8.31
対象の71事業所すべてに対して総額11,900,000円の支援金を給付することにより、直接的な手段で新型
コロナウイルスの感染拡大により影響を受けている飲食業者等の事業の持続、継続を支援することが出
来た。

10
共通プレミアム付商品券発
行事業

27,944,932
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた地域の活性化と商工業の振興を図るため、
プレミアム分2,000円を含む7,000円分の商品券を販売し、地域経済の活性化を図る。

プレミアム分2,000円×11,759セット＝23,518,000円･･･①
①×換金率99.58%＝23,419,224円･･･②
②＋事務費5,123,932円＝28,543,156円･･･③
③－換金手数料598,224円（大型店）＝27,944,932円

R3.6.1 R4.3.31

前回は、購入希望者が殺到したため一時密状態に陥ったことや、購入できなかった町民がいたことを踏
まえ、広く町民が購入できるよう対象者に購入引換券を送付し購入可能セット数も2セットまでと制限
を設けた。引換券を事前に送付したことで、購入者の密回避と、購入制限をしたことにより売り切れで
購入できないという事態を回避することが出来た。一方、購入セット数の制限を設けたことにより、プ
レミアム分のお得感が得られにくく、予定販売数30,000冊に対し、販売数11,759冊と伸びなかった。想
定していた経済効果を下回ることにはなったが、コロナ禍により冷え込む地域経済支援及び住民生活支
援に一定の寄与をすることが出来た。

11
マイナンバーカード普及促
進事業

33,729,796
マイナンバーカードの普及を図るため、カード取得者に対し一人5,000円分の地域商
品券（500円×10枚）を給付するとともに、地域経済の活性化を図る。

商品券給付人数：6,215人（62,150枚）
換金請求数：61,114枚･･･①
①×500円＝30,557,000円･･･②
②＋事務費3,172,796円＝33,729,796円

R3.6.23 R4.2.28
マイナンバーカードの普及、並びに新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた地域経済の活性化が図
られた。

12
高齢者飲食店等利用券交付
事業

20,876,517
コロナ過により高齢者が外出する機会が減ることにより、ストレスの緩和及び健康増
進を図るため、飲食店・タクシー・温泉に使える利用券（一人3,000円分）を発行す
る。

49事業所、換金請求額16,499,900円･･･①
①＋事務費4,376,617円＝20,876,517円

R3.10.1 R4.2.28
コロナ過により家にこもりがちな高齢者が増加するなか、本事業により外出する機会が増え、ストレス
の緩和及び健康増進が図られた。外風呂に対する好き嫌い等がある中、７割超えの実績があったことは
十分に評価でき、実際に利用者及び事業者からの評価も高く、再実施希望の声も多数上がった。

13
学校保健特別対策事業費補
助金（感染症対策等の学校
教育活動継続支援事業）

5,228,960
学校において、密閉・密集・密接を回避し、児童生徒・教職員等の感染症対策に必要
となる物品（感染症対策用品や教材備品等経費）を購入することで教育活動の継続を
図る。

サーモグラフィーカメラ一式10台：3,630,000円、図書除菌機５台：1,375,000円、電
子体温計51個：89,760円、デジタル教科書英語5年生用1個：67,100円、デジタル教科
書英語6年生用1個：67,100円
合計 5,228,960円

R3.7.1 R3.12.31
感染対策等に必要な備品を購入したことにより、各学校が感染症対策を行いながら効率よく授業を行う
ことが出来た。

14
上北中学校プッシュ式自閉
水栓化事業

450,725
町内小中学校におけるトイレ内手洗い水栓を手動式からプッシュ式自閉水栓に改修す
ることでコロナウイルス感染対策を図る。

上北中校舎25個、体育館2個、柔剣道場2個
予算額内訳：自閉式立水栓＠12,100×29=350,900円、交換費＠2,915×29=84,535円、
その他経費63,965円、予算額合計499,400円、決算額450,725円

R3.7.1 R3.9.24
プッシュ式自閉水栓に改修したことで、止水時に蛇口へ接触しないため、物理的に新型コロナウイルス
感染症ウイルスが手に残らない工夫が達成できた。

15
成人式参加者抗原定量検査
業務委託事業

118,800
令和２年度及び３年度成人式対象者（本人のみ）へ抗原定量検査を義務化し、その費
用を全額補助することでコロナウイルス感染対策を図る。

９名✕13,200円 R3.12.1 R4.1.31
成人式参加者も感染へのプレッシャーから解放され、安心して参加できたものと認識している。また、
成人式終了後も式典に起因する感染者の報告もなく安全、安心な式典を開催することができた。

16
修学旅行キャンセル料補助
金

603,504
新型コロナウイルスの感染又は感染拡大防止による町立東北中学校の修学旅行中止及
び延期によるキャンセル料の助成

１回目：青森県（津軽、十和田湖方面）
　28,956円×20％×72名≒416,952円
２回目：青森県（十和田湖方面）
　 8,639円×30％×72名≒186,552円

R3.8.25 R3.12.21 キャンセル料及び手数料を助成することにより保護者の経済的負担を軽減することができた。

17
米価下落緊急支援事業費補
助金

14,897,600
コロナ禍における米価下落激減緊急緩和対策として、主食用米（販売）出荷数量に応
じての種子購入価格を助成。
水田10aあたり使用種子約4㎏×518円≒2,000円（端数切捨て）

助成件数：430件 助成額14,897,600円 R3.10.22 R3.12.24
町内在住の稲作農家のうち430名の農家に対し、種子購入に要する経費を助成することで、生産意欲の
喚起を図ることができた。

18
小川原湖公園ふれあい村複
合遊具設置工事

13,879,800
アフターコロナにあたり、町外及び県外からの誘客と子育て世代の定住及び町民の子
育てしやすい環境整備と子どもの健康増進を目的として、ふれあい村の遊具の充実を
図る。

工事費：13,879,800円 R3.12.20 R4.6.24

新しい複合遊具を広く町内外にPRするため、保育園の園児25名を招待し、完成セレモニーを行った。子
どもたちには実際に遊んでもらい「滑り台が広くて楽しい」と好評を得ることが出来た。また、完成セ
レモニーのテープカットや園児が実際に遊んでいる様子を地元新聞社やテレビ局に取り上げてもらい、
広く町内外にPRすることもできた。
ふれあい村の複合遊具は2019年に老朽化で撤去しており、地域住民からは再度設置を求める声を多く寄
せられていたため、ふれあい村の遊具の充実を図ることで、地域住民の声にこたえることが出来た。

19
生活困窮者に対する灯油助
成事業

3,638,303

灯油価格の高騰に伴う低所得高齢者世帯の冬期間の経済的負担を軽減するため、灯油
購入に要する費用の一部を助成することにより生活の安定を図る。（新型コロナウイ
ルス感染拡大からの経済回復に起因した原油需要増加及び再拡大時の需要減と価格下
落への警戒感による原油価格高騰による）

事務費　　   798,303円
灯油助成費 2,840,000円(568世帯×5,000円)

R4.1.24 R4.3.28 灯油購入費助成事業を実施したことにより、生活困窮者の経済的負担の軽減ができた。

20 子ども・子育て支援交付金 3,893,000
延長保育事業において職員が感染症対策の徹底を図りながら保育を継続的に実施して
いくために必要な経費の補助

職員のかかり増し経費、研修受講等
定員20人以上59人以下　　6施設
定員60人以上　　　　　　2施設

R3.4.1 R4.3.31
職員に勤務時間外に行った消毒や清掃等に対して支給した手当やマスクやエプロン、ハンドクリームな
どの支給により感染症対策が図られ、保育を継続的に実施できた。

21
保育対策総合支援事業費補
助金

3,318,000
職員が感染症対策の徹底を図りながら保育を継続的に実施していくために必要な経費
の補助

職員のかかり増し経費、研修受講等
定員20人以上59人以下　　5施設
定員60人以上　　　　　　4施設

R3.4.1 R4.3.31
職員に勤務時間外に行った消毒や清掃等に対して支給した手当やマスクやエプロン、ハンドクリームな
どの支給により感染症対策が図られ、保育を継続的に実施できた。

22 花火打上げ事業 6,380,000

新型コロナウイルス感染症の影響により、様々なイベントが中止となり、街の賑わい
も失われている中、この状況が早く改善し町民には花火の力で元気な気持ちになって
もらうことと、成人式の中止や延期が相次ぐ中、新成人の一生に一度の門出を花火で
祝うことを目的とする。

３号玉、４号玉、５号玉、７号玉、10号玉、中スターマイン、大スターマイン、特大
スターマイン　　打ち上げ総数　2,110発
打ち上げ事業費　6,380,000円

R4.1.8 R4.1.8

観覧者の密を避けるため、打上げ日と時刻のみ告知し、打上げ場所は非公開にして町内4か所、1か所あ
たり約500発の打上げを実施した。打上げ日が1月8日ということで、雪による荒天が危惧されたが、当
日は天候に恵まれ、予定通り町内4か所で打上げができた。花火は感染症拡大で行動制限を受けた町民
に非常に好評で、花火の力で町民に元気な気持ちになってもらうことと、新成人の一生に一度の門出を
祝うことが出来た。

合計 226,933,614
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